横断歩道橋（補修）台帳

整理番号


橋名

道路種別

路線名




橋
位置



現況
橋梁型式
主桁

階段

架設年次




橋長
ｍ
幅員
ｍ



支間割



鋼材トン数
ｔ
塗装平積
㎡


現在塗装色

塗装系



塗膜状況



塗装状況

（使用材料）



目隠板状況

（使用材料）



その他

各種部材状況
照明灯

設置基数
基



支柱




鋼床版




階段




高欄



補修履歴
内容
年月日
補     修     内     容



第１回





第２回





第３回





第４回




現     況     写     真
位置図（１／５００００）




一般図（側面図・断面図）
側道橋・横断歩道橋補修台帳作成上の注意


1 主桁部の構造形式は次の分類による。



区分記号
上路・下路
主桁断面
床部構造
適用支間




ＨＤ
上路形式
Ｈ形（Ｈ形圧延形鋼）
ＲＣプレキャスト床版
17.5ｍ以下




ＩＤ
〃
Ｔ形（溶接I桁）
〃
〃




ＩＴ
下路形式
〃
鋼床版
30.0ｍ以下




ＣＴ
〃
Ｃ形（プレスＣ形鋼）
〃
〃



2 階段部の構造形式は次の分類による。



区分記号
階段部の平面形状
踊場支柱の有無
階段主桁断面
階段構造




ＳＡ
直線形
有
溝形鋼
ＲＣプレキャスト床版




ＳＣ
〃
〃
〃
鋼床版




ＳＥ
〃
無
溶接I型
〃




ＳＦ
〃
〃
プレスC形鋼
〃




ＳＢ
コ字形
有
溝形鋼
ＲＣプレキャスト床版




ＳＤ
〃
〃
〃
鋼床版



3 各種状況については，できるだけ詳細に記述のこと。

4 横断歩道橋の鋼材トン数及び塗装平積について。

     資料がない場合   鋼材トン数≒橋長×１ｔ

                      塗装平積≒鋼材トン数×２５を標準とする。

5 塗装色は，分類記号も記入すること。

